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  １年４組 38名 2016年12月22日(木) １校時 
  １年５組 37名 2016年12月22日(木) ２校時 
 




































            図４                  図５ 
 
図４に示したように、外来語としての「サード」は、日本語として扱われることから高低アクセント(ピッチ)で発























             図６                 図７ 
 






















             図８                 図９ 
 
図８のように、英語の in a park では前置詞の in と不定冠詞 a が機能語であり、音声的に弱化するため、in-
a の部分が「イナ」のように聞こえる音形になることを説明すると、生徒が一斉に読んだとき、全体での音声とし
ては、かなり上手に発音できていることを実感した。同様に、図９のように、on the desk についても、on-the 
の部分が「オザ」あるいは「オナ」に近い音になることを示すと、やはり生徒たちは英語らしく発音する者が多く、
複数回読んで確認していた生徒もいた。 














              図10                 図11 
 
同様に、図11のように I like dogs. のような文レベルに発展させても、人称代名詞のＩが弱化することと、
like と dogs に対するアクセントが強勢でなければならないことを生徒たちは理解し、いずれも比較的上手に発
音できたことが確認された。 




















  ２年２組 34名 2016年９月23日(金) ３校時 
  ２年４組 35名 2016年９月26日(月) ４校時 
  ２年３組 35名 2016年９月27日(火) ２校時 
  ２年１組 34名 2016年９月27日(火) ４校時 
 















































            図14                    図15 
 
日本語で理解したことを英語に移行する形で説明するという方法が奏功し、図14の中で I like run のように動
詞を基本形のまま２つ並べた構造を提示したとき、生徒たちの中から「動詞が２つ並ぶのはおかしい」といような
発言が聞かれた。そこで、like と run という２つの動詞が基本形のまま並ぶことが間違いであることを踏まえ
て、日本語で「走る」を「走ること」に変えたのと同じように、英語でも run を running に変えることで正常な
構造になることを説明した。その上で、図15のように、あらためて「動名詞」という文法用語とともに、その概
要を説明した｡【５】 
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  ３年６組 34名 2016年12月21日(水) ５校時 







































































































る」は、I have come や I am here で表され、「ガラスが割れている」は、The glass is broken.あるいは The 



















             図26                  図27 
 
具体的に、She is coming.といえば、「いま彼女は来ようとしている」「いまから来るところだ」のような意味に










































(2015)でも強調されているものであり、Tunmer and Bowey(1984)は「メタ言語意識（metalinguistic 
awareness）」と呼んでいる。また、母語習得において Hawkins(1984)が指摘した「ことばへの気づき(language 
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